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２
月
15
日
、町
は
茨
城
県
水
戸
市
と「
原
子

力
災
害
に
お
け
る
水
戸
市
民
の
県
外
広
域
避

難
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

東
海
第
二
発
電
所（
茨
城
県
東
海
村
）に
お

い
て
原
子
力
災
害
が
発
生
し
、水
戸
市
域
を

超
え
た
広
域
避
難
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、

水
戸
市
民
を
災
害
か
ら
保
護
す
る
こ
と
が
目

的
で
す
。邑
楽
町
を
含
む
県
内
７
市
１
町
が

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
場
合

の
水
戸
市
民
の
避
難
先
と
し
て
、水
戸
市
吉

沢
地
区
の
一
部
、約
９
０
０
人
の
避
難
者
を

受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。避
難
所
は
、

町
民
体
育
館
、福
祉
セ
ン
タ
ー
、勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー（
ヤ
ン
グ
プ
ラ
ザ
体
育
館
）で
す
。

　

ま
た
、こ
の
協
定
に
は
相
互
応
援
の
条
項

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
て
、町
の
災
害
時
に
お

け
る
支
援
態
勢
の
強
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

協
定
締
結
式
は
群
馬
県
市
町
村
会
館
で
行

わ
れ
、金
子
正
一
町
長
の
他
、前
橋
市
、高
崎

市
、桐
生
市
、伊
勢
崎
市
、太
田
市
、館
林
市
、

み
ど
り
市
の
７
市
長
と
水
戸
市
長
が
協
定
書

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

協
定
式
で
水
戸
市
長
は「
協
定
の
締
結
は

避
難
計
画
の
完
成
に
向
け
て
、大
き
な
一
歩

に
な
っ
た
。水
戸
市
の
要
請
に
応
じ
て
く
れ

た
各
自
治
体
に
水
戸
市
民
27
万
人
を
代
表
し

て
感
謝
を
お
伝
え
し
た
い
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、協
定
式
を
終
え
て
金
子
正
一
町
長

は「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ
ま
。避
難
者
を

受
け
入
れ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、お
互
い
に

支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
で

き
た
の
は
町
に
と
っ
て
よ
い
こ
と
。災
害
対

策
の
み
な
ら
ず
、産
業
や
文
化
の
発
展
に
お

い
て
も
、協
力
が
で
き
る
よ
う
考
え
て
み
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

水
戸
市
と
広
域
避
難
協
定
を
締
結

協定
●

前
橋
、高
崎
、桐
生
、伊
勢
崎
、太
田
、館
林
、み
ど
り
、邑
楽

●

●
●
●
●
●

平成30年4月1日、邑楽町は町制施行            周年を迎えます50

高
校
生
世
代
の
入
院
費
も
無
料

医療
●

●
●
●
●
●

平
成
28
年
４
月
に
拡
大
し
た
福
祉
医
療
支
給
対
象

　

福
祉
医
療
費
支
給
制
度
は
、保
険
診
療
自

己
負
担
分
を
公
費
で
負
担
す
る
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、こ
の
福
祉
医
療
費
の
支
給
対
象

を
平
成
28
年
４
月
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象　

中
学
校
卒
業
後
最
初
の
４
月
１
日

〜
18
歳
に
到
達
し
た
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

※
婚
姻
し
て
い
る
人
、婚
姻
し
た
こ
と
が
あ

る
人
は
対
象
外
。

▼
支
給
対
象
の
診
療　

平
成
28
年
４
月
１
日

以
降
に
入
院
で
か
か
っ
た
医
療
費
と
食
事
代

※
通
院
、保
険
外
診
療
、婚
姻
日
以
後
の
診

療
、他
の
制
度
か
ら
医
療
費
が
支
給
さ
れ
た

部
分
は
対
象
外
。

▼
受
給
方
法　

医
療
費
を
一
時
立
て
替
え
払

い
し
、福
祉
医
療
費
給
付
申
請
書
と
領
収
書
、

同
意
書
を
住
民
課
へ
提
出
す
る

※
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証（
ピ
ン
ク
色

の
カ
ー
ド
）は
交
付
し
ま
せ
ん
。

▼
必
要
書
類
な
ど　

保
険
証
、印
鑑
、通
帳
、

領
収
書
、戸
籍
謄
本（
受
診
時
に
男
性
で
は
18

歳
、女
性
で
は
16
歳
以
上
で
、邑
楽
町
に
本
籍

の
な
い
人
）

※
他
の
制
度
か
ら
の
支
払
額
が
分
か
る
も

の
、限
度
額
適
用
認
定
証
が
あ
る
場
合
は
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
問
合
先　

役
場
住
民
課
Ｇ
47
―
５

０
２
０

入
学
や
進
学
の
支
度
金
を
支
給

子ども
●

●
●
●
●
●

母
子
・
父
子
家
庭
や
父
母
の
い
な
い
児
童
が
対
象

▼
対
象　

離
婚
・
死
別
な
ど
で
母
子
・
父
子
家

庭
に
な
っ
た
児
童
、父
母
の
い
な
い
児
童

▼
支
給
額

小
学
校
入
学（
平
成
23
年
４
月
２
日
〜
平
成

24
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）１
万
円

中
学
校
入
学（
平
成
17
年
４
月
２
日
〜
平
成

18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）１
万
５
、０
０
０
円

高
等
学
校
進
学（
平
成
14
年
４
月
２
日
〜
平

成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）２
万
円

※
高
校
に
進
学
し
な
い
場
合
は
、中
学
校
を

卒
業
し
た
と
き
に
支
給
。

▼
申
請
方
法　

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項

を
書
い
て
申
し
込
む

※
申
請
書
は
役
場
子
ど

も
支
援
課
に
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
締
切　

４
月

27
日
㊎

▼
申
請
・
問
合
先　

役

場
子
ど
も
支
援
課
Ｇ

47
―
５
０
４
４

　

町
で
は
、進
学
の
意
欲
は
あ
っ
て
も
経
済

的
な
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な
人
の
た
め

に
、奨
学
金（
大
学
等
の
就
学
に
必
要
な
授
業

料
、そ
の
他
学
費
・
費
用
）の
貸
付
を
し
ま
す
。

▼
資
格
要
件（
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人
）　

①
町
内
に
引
き
続
き
1
年
以
上
居
住
し
、町

税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
の
子
ど
も　

②
学

力
が
優
良　

③
大
学
等
へ
の
入
学
を
許
可
さ

れ
た
、ま
た
は
在
学
中　

④
生
活
保
護
受
給

者
ま
た
は
生
活
保
護
受
給
者
に
準
ず
る　

⑤

連
帯
保
証
人
を
1
人
得
ら
れ
る

▼
貸
付
額　

月
額
５
万
円
以
内（
無
利
子
）

▼
貸
付
期
間　

就
学
先
の
正
規
の
修
業
期
間

を
終
了
す
る
月
ま
で

▼
申
請
方
法　

所
定
の
申
請
書
に
記
入
し
、

必
要
書
類
を
添
え
て
、町
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
に
直
接
申
請
す
る

▼
支
給
決
定　

審
査
を
し
た
上
で
、結
果
を

申
請
者
に
通
知
す
る

※
予
算
の
範
囲
内
で
奨
学
金
総
額
を
決
定
。

※
審
査
の
結
果
、貸
付
決
定
を
さ
れ
た
人
は
、

在
学
証
明
書
を
添
え
て
町
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
に
誓
約
書
の
提
出
が
必
要
。

▼
受
付
期
間　

４
月
２
日
㊊
〜
16
日
㊊（
土
・

日
曜
日
除
く
）

▼
申
請
・
問
合
先　

町
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
Ｇ
47
―
５
０
４
１

奨
学
金
貸
付
制
度

子ども
●

●
●
●
●
●

学
び
を
応
援
す
る
奨
学
金

児
童
館
を
利
用
す
る
小
学
生
の
受
付

子ども
●

●
●
●
●
●

料
金
は
無
料
。平
成
30
年
度
の
利
用
登
録

▼
利
用
時
間　

一
般
児
童　

放
課
後
〜
午
後
５
時（
放
課
後

自
由
に
児
童
館
を
利
用
で
き
ま
す
）

留
守
宅
児
童　

放
課
後
〜
午
後
６
時
30
分

※
保
護
者
が
働
い
て
お
り
、下
校
し
て
も
自

宅
に
保
護
者
の
い
な
い
児
童
が
対
象
。申
し

込
み
に
就
労
証
明
書
な
ど
が
必
要
で
す
。家

族
の
人
が
迎
え
に
来
る
こ
と
も
条
件
で
す
。

▼
登
録
方
法　

児
童
館
に
あ
る
所
定
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
申
し
込
む

※
利
用
申
請
は
年
度
ご
と
に
必
要
で
す
。

児童館名 電話番号
南児童館

（長柄小北） 88-2258

北児童館
（高島小東） 88-3715

中央児童館
（中野小北） 88-6135

東児童館
（中野東小北） 88-1360

全ての児童館で専任職員が児童を指導
し、遊び場所や生活の場を提供します

▼申込・問合先

　

１
月
24
日
、町
は
㈱
ゼ
ン
リ
ン
と「
災
害
時

に
お
け
る
地
図
製
品
等
の
供
給
等
に
関
す
る

協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。㈱
ゼ
ン
リ
ン
が
持

つ
地
図
作
成
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
防
災
・
減
災
対
策

に
生
か
し
、大
規
模
な
自
然
災
害
へ
の
備
え
を

よ
り
充
実
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

協
定
調
印
式
は
役
場
で
行
わ
れ
、金
子
正

一
町
長
と
㈱
ゼ
ン
リ
ン
の
園
田
孝
司
関
東
エ

リ
ア
統
括
部
長
が
協
定
書
を
交
わ
し
ま
し

た
。金
子
正
一
町
長
は「
災
害
発
生
時
、正
確

な
住
宅
地
図
を
活
用
し
、防
災
対
策
の
強
化

を
図
り
た
い
」と
話
し
、園
田
部
長
は「
必
要

な
と
き
に
必
要
な
地
図
を
迅
速
に
提
供
で
き

る
よ
う
努
め
た
い
。平
時
か
ら
の
備
え
に
役

立
て
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

㈱
ゼ
ン
リ
ン
と
災
害
時
協
定
を
締
結

協定
●

被
災
状
況
を
正
確
に
把
握
し
、対
策
に
役
立
て
ま
す

㈱ゼンリンと同協定を締結した自治
体は、県内で沼田市、館林市、渋川市、
前橋市に続き5番目。

●

●
●
●
●
●

　

２
月
14
日
、町
は
邑
楽
館
林
ガ
ス
事
業
協

同
組
合（
以
下
、組
合
）と「
災
害
時
に
お
け
る

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
な
ど
の
供
給
に
関
す
る
協
定
」を

締
結
し
、平
時
か
ら
情
報
収
集
や
支
援
活
動

の
在
り
方
を
協
議
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。ま
た
、組
合
か
ら
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
50
台

と
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
６
２
４
本
の
無
償
提
供

を
受
け
ま
し
た
。

　

協
定
調
印
式
で
金
子
正
一
町
長
は「
被
災

現
場
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
早
期
復
旧
に
有

益
な
協
定
に
な
っ
た
。今
後
も
連
携
強
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
、組
合
の
鈴
木
賢

一
理
事
長
は「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
災
害
時
の
最
後

の
砦
と
言
わ
れ
る
。あ
っ
て
は
困
る
が
、有
事

の
際
に
も
協
力
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

邑
楽
館
林
ガ
ス
事
業
協
同
組
合
と
災
害
支
援
協
定
を
締
結

協定
●

ガ
ス
の
信
頼
性
を
、災
害
時
に
役
立
て
ま
す

提供を受けたカセットコンロとカ
セットボンベは役場の防災倉庫に保
管し、有事に備えます。

●

●
●
●
●
●


